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水稲の高品位安定多収技術に関する研究
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1　は　じ　め　に

山形県南部の置賜地域は・従来・徳重型～偏億重型品種

が作付上位を占め，生育中～後期の稲体窒素含有率を高め

に維持する施肥管理と，落水状態に近い，土壌の乾きを見

て通水する程度のtt飽水管理”により高収量を得てきた。

しかし，近年は品種構成が変り，ササニシキが作付第1

位を占めるようになった。ササニシキは，稲体の窒素含有

率を低いレベルで維持しなければ生育が安定しない0この

ため従来より少肥栽培となったにもかかわらず，水管理は

同様にtt飽水管理”をしている事例が見られる。

当分場で実施した現地試験．及び，当地城中央部に位置

する川西町農業協同組合の「ササニシキ栽培実践田」の産

米を調査した結果，このようなtt飽水管理’’では，登熟期

の生育が凋落気味となりやすく，腹自粒が多発する事例が

多いと推察された。また，場内試験の結果も同様であった

ので併せて報告する。

2　試　験　方　法

11卜現地試験（昭54～56）

置賜地域の4カ所で，苗質，作期，栽植様式，施肥と生

育相，産米の品質について試験

（2I　川西町農業協同組合「ササニシキ栽培実践田」45カ

所の産米調査（昭55～56）

粒厚1．8m以上の玄米について．腹白粒歩合を調査。耕

種概要，収量等は置賜農業改良普及所調べ。

13）場内試験

1）中干し以降の水管理と腹自校（昭56）

生育量多と並の2つのタイプの稲に，中干し以降の水管

理として，常時湛水及び飽水管理（表面が自乾したら通水

する程度とし．湛水しない水管理）を実施。中干し時期は

7／7～18，湛水区の落水は出穂後30日。

2）穂揃期追肥と腹白梅（昭56）

前歴を同じくし，生育もほぼ同じ稲に，憶揃期（出穂後

5日）を墾素を0．2吻／8施用。肥料はNK化成。

3　試験結果及び考察

54年に実施した，現地試験の結果，川西町吉田東の産米

で，著しく腹自粒が多かった。腹自粒歩合と稲生育の関係

は，豊熟盛期である出穂後25日頃から，成熟期までの生葉

数の減少率に認められた（図1）。これは，登熟盛期以降

の生育凋落程度と腹白粒の発生が密接な関係にあることを

示している。

次に，腹白粒歩合の多少の地域性，栽培条件を検討する

ため．川西町全域45カ所に設けられた。ササニシキ栽培実

践田の55′・づ6年産米を調査した（図2）。腹白粒歩合は，

45点平均で，55年が33．5％，56年が40．7％である。この

中で，腹白梅歩合が2カ年ともに高い事例，高い万に標準

偏差をはずれている事例は，吉田東を含む盆地中央部の産

米に多数見られた。逆に，2カ年とも低い事例，平均より

低い方に腹白粒歩合がはずれている事例は．中山間部で多

い。

2カ年とも．平均より著しく腹白梅歩合の高い5例（図

2・丸囲い）について，栽培管理を調査したところ，中干

し以降の水管理は，飽水管理が4例を占める。出穂期以降
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生薬の減少率（％）

注．腹白拉歩合は整粒＋未熟粒の合計（図2，3も同じ）

芸至芸一用25諾苦昌男野生撒×100
図1　生葉の減少と腹白粒歩合（54）
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図2　川西町農業協同組合ttササニシキ栽培実践
田”産米の腹白梅歩合（昭55～56）
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図3　川西町農業協同組合ttササニシキ栽培実践
田”の玄米重と腹自粒歩合（昭55）

の追肥は，0．1～0．3毎／8の範囲で，4例実施されている

が，3例は出穂10日以降の晩期追肥となっている。

腹自校歩合は，収量の増加とともに増加するとされ．川

蓑1　中干し以降の水管理と腹白拉（昭56）

西の実践田でも（図3），腹白梅歩合40％程度までは，収

量と正の関係が認められる。中山間部で腹白粒歩合が低い

のも，籾数が少なく．低収であるためと考えられる。しか

し，腹白粒歩合40％以上と著しく高い事例では，他の要因

が強く働いていると考えられ，収量との関係は認められな

い。

この要因の一つとして，当地方で散見される，中干し以

降の落水状態に近い，時々通水する程度の飽水管理がある

と推察される。このため，56年にこのような飽水管理が，

稲の生育，産米の品質に及ぼす影響を，常時湛水との比較

調査した（表1）。

その結果，飽水管理で腹白粒歩合が約10％高い。しかも

生育室が多い場合には，飽水管理は，豊熟期の生葉数が少

なく，倒伏時期が遅いにもかかわらず．豊熟歩合が低いな

ど，凋落気味の生育となる。また，飽水管理は，低温乾燥

風による幸先枯れが多発したことから，気象変動への抵抗

力が弱いと推察される。

次に．飽水管理で璧熟期の生育が凋落気味となりやすい

要因の一つとして，稲体の窒素含有率の低下が考えられ，

その対応策としての按揃期追肥の有効性を．56年に検討し

た（表2）。その結果．穂桶朋追肥で豊熟期の生育周客を

軽減し．産米の品質も艮化し，整粒歩合がやや高くなり，

腹白拉歩合が約7％低下した。

以上の点から，落水状態に近い，時々通水する程度の飽

水管理は，耐肥性の強い横重型品種では，施肥量が多く，

稲体の窒素含有率が高く経過するので，生育凋落などの不

利な面が表面化することが少なく，置賜地域の収量向上に

貢献したと考えられる。しかし，耐肥性の弱いササニシキ

では∴施肥量が少なく，稲体の窒素含有率が低く経過する。

そこへ．更に窒素利用率を悪くするような飽水管理を行う

ことは，水分生理の面からだけでなく，窒素栄養面からも

生育凋落になりやすく，腹自校の多発要因になると推察さ

れる。
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注．生葉数は，最長梓について調査した。

義2　穂揃期追肥と腹自校（昭56）
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